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風
鎮
祭

風鎮祭は、宝暦２年（1752年）、商人が高森阿蘇神
社に二百十日の風を鎮め、五穀豊穣を祈願したのが始ま
りといわれています。
８月17日と18日の両日、250年以上続く「風鎮祭」
が町中心部の商店街一帯で開催されました。今年も、中
央四つ角の「中央舞台」をメイン会場に様々な催しが行
われ、大きな盛り上がりを見せました。

きなっせ、よりなっせ、高森の風鎮祭 2012
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17日は午前零時の「目覚まし」で開幕。午前中に「子ども手踊り」が行われ
た後、午後から観光交流センターで開会式が行われ、勇壮な風鎮太鼓を披露し
ました。夕方には、今年から総踊りにかわって「風鎮ダンス」が行われました。
老若男女さまざまな組み合わせの６団体が出場し、観客を楽しませていました。
また、午後８時20分からは約1,200発の打ち上げ花火が夜空を彩りました。
18日は高森幼稚園児による子どもみこし、町内の小中高生の出しもの「学園
広場」などが行われました。今年は、天候に恵まれてたくさんの人が風鎮祭に
訪れ、高森の夏を楽しんでいました。

四つ角「中央舞台」に
大勢の観客が集まって大盛り上がり

神事「節刀渡し」が執り行われ、年番が横町
向上会から下町向上会へ引き継がれました

▲たくさんの人たちがにわかなど趣向を凝らした催しを楽しんでいました

にわかコンクール
優勝は

「上町向上会」
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風
鎮
祭

～
造
り
物
審
査
結
果
～

ワ
イ
ル
ド
だ
ぜ
～
麒
麟
（
下
町
二
組
）

造り物を引き回す「山引き」が
行われました。力作10基が揃い、
観客の目を楽しませていました。
審査結果は次のとおりです。

特賞

▲羽を休めるタカ（旭通下組）

▲さわカニ（上町上組）

▲狸のドジョウすくい（下町五組）

金賞

銀賞

銀賞

▲大阿蘇の空に飛び舞うトンボ（旭通上組）

▲ロンドンフィッシュ（下町三組）

▲昭和のしゃんしゃん馬（昭和向上会）

金賞

銀賞

銅賞

▲大海馬（たつのおとしご）（昭和第六組）

▲風鎮海老（横町造り物愛好会）

▲てんとう虫（天神）

金賞

銀賞

銅賞
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■お問い合わせ先 高ＳＰＯ事務局 TEL62−2991

●ＡＳＯたかもり健康ウォーキング大会

・10月８日（月）、体育の日にウォーキング大会を開催します。
・参加費… 500円（高ＳＰＯ会員）

1000円（一般の方）

トータル８㎞程のコースを、自然観賞などを楽しみながらウォーキングしましょう！
地元の特産物等が当たるお楽しみ抽選会もあります。
豚汁やおにぎりも準備しますので、みなさん、ぜひ参加してください。
詳しくは、高ＳＰＯ事務局へお問い合わせ下さい。

☆ 高ＳＰＯイベント開催のお知らせ ☆

☆ 教室紹介 ☆

今回紹介する教室は、３Ｂ体操教室です！

第１金曜日…河原総合センター、10：00～11：30

第３金曜日…観光交流センター、10：00～11：30 に活動中です。

手や足、肩など体全体を伸縮させる基本的な体操をして、音楽に合わせて足踏みをしたり、

ステップをふんだりして体を動かします。ま

た、ボール、ベル、ベルターを使い、この３

つの道具の頭文字から名付けられた健康体操

のことです。レクリエーション的な要素を取

り入れ、年齢や体力に応じて無理なく健康増

進が図れます。

※右の写真は体験教室のものです。

だだだ よよ りり
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高森町の小学校・中学校は高森町の小学校・中学校は、、
『コミュニティ・スクール『コミュニティ・スクール』』

の指定を目指しまの指定を目指しますす

コミュニティ・スクールのイメージ

学校と地域の人々（保護者・地域住民等）が目標を共有し、一体となって地域の子どもたちをはぐくんで
いくことは、子どもの豊かな育ちを確保するとともに、そこに関わる大人たちの成長も促し、ひいては地域
の絆を強め、地域づくりの担い手を育てていくことにもつながります。
こうした地域とともにある学校づくりを進めていくために、

が強く求められています。

★学校と地域の人々が、みんなでよく考え、話し合っていくこと（熟議）
★同じ目標に向かって、一緒になって活動していくこと（協働）
★校長を中心に、人をつなぎ、学校の組織としての力を上手く引き出すこと（学校のマネジメント）

地域とともにある学校づくりを目指して

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、地域の公立学校の運営に
あなたの声を生かす仕組みです。

※学校運営協議会を設置した学校を「コミュニティ・スクール」と言います。

コミュニティ・スクールは、地域とともにある学校づくりを進める上での
有効なツールとして期待されています。
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Ｑ＆Ａ コミュニティ・スクールって何？

コミュニティ・スクールに指定された学
校には「学校運営協議会」が設置され、教
育委員会から任命された保護者や地域の皆
さんなどが、一定の権限と責任をもって、
学校運営の基本方針を承認したり、教育活
動について意見を述べたりすることを通じ
て、学校の様々な課題解決に参画していき
ます。

Q1 どんな仕組みですか？

学校運営に当たって、保護者や地域の皆さんの参画が仕
組みとして保障されていることが他の学校との違いです。
学校と地域が力を合わせることによって、互いに信頼し合
い、それぞれの立場で主体的に地域の子どもたちの成長を
支えていく、そんな学校づくり、地域コミュニティづくり
を進めていくことが、コミュニティ・スクールの一番のね
らいです。

Q2 他の学校とどこが違いますか？

学校運営協議会の主な役割は３つあります。
●校長の作成する学校運営の基本方針を承認します。
・学校の重点目標や年間の学校行事計画などの基本方針について、校長の説明を受け承認
●学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べられます。
・「挨拶の指導に力を入れて欲しい」、「地域に協力を求めて欲しい」、「学校にエアコンを入れて
欲しい」、「学校予算を増やして欲しい」などの意見
●教職員の任用に関して教育委員会に意見が述べられます。
・「若手の先生、体育が得意な先生が必要」、「Ａ校長やＢ先生に次年度も残って欲しい」などの
意見

Q3 学校運営協議会はどのようなことができるのですか？

Ｑ＆Ａ コミュニティ・スクール推進委員会とは?
コミュニティ・スクール推進委員会の仕事は、今年度から２年間の研究・調査を行い、来年度中

を目標に高森中校区・高森東中校区の学校運営協議会を設置することです。今年度は４回の推進委
員会を開き、更に３回の研究発表会に参加する予定です。教職員・地域住民・保護者へのコミュニ
ティ・スクールの説明会も計画しています。

高森中学校区第１回コミュニティ・スクー
ル推進委員会を６月13日に高森中学校で開
催しました。構成メンバーは、有識者・保護
者代表・地域代表・教職員・行政の13人で
す。初めての推進委員会で始めは緊張してい
ましたが、会が進行していくにつれて和やか
な雰囲気になってきました。また、委員長に
は山室宗敬さんが、副委員長には牛嶋津世志
さんが選出されました。今後、コミュニ
ティ・スクール推進委員を中心に検討を重ね
ていきます。

高森中学校区第１回コミュニティ・スクール推進委員会
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忠敬の測量日記に記載された高森の関係先

郷土史研究会会員

二子石 三喜男
（草部出身 熊本市在住）

６月21日（現在の太陽暦では７月29日）に昼食を摂った家
◎当時永野原村の庄屋を務めていた甲斐宇（卯）兵衛重澄宅で昼食。食事献立は不明
この甲斐家第９代卯兵衛の先祖甲斐左近将監親成は高千穂町河内にあった岩神城（別名亀頭山城）の城主を務

しょうげん ちか なり

めていたが、1594年（文禄３）８月延岡の領主高橋元種にこの城を攻撃され戦死したと伝わり、その子孫が永野
原の庄屋を代々務め、左近将監から数えて12代目五郎氏は草部村村長を、13代目磨氏は宮崎師範卒業後教師から
校長を経て草部村の教育長を務めた。15代政志氏は現在東京在住。甲斐左近将監親成は御船城主甲斐宗運の弟と
伝わる。
６月21日の宿泊先
◎馬場村庄屋後藤利平衛基宗宅（本陣）に忠敬が止宿。夕食の献立不明
利兵衛の子孫後藤家十一代廣太氏は村会議員や第12代草部村村長を務め、村の発展に数々の功績があったと伝
わり、吉見神社前の道路沿いには村の多くの畠の水田化のために水路開削事業に多大な貢献を果たしたことを伝
える頌徳碑が建立されている。（忠敬は利兵衛の身分を徒士段と日記に記録しているが、熊本城外の農村には殿様
の身辺を通常警衛する徒士役の侍は配属されていなかったことから、一領一疋という肥後藩の侍身分を徒士段

いちりょういっ ぴき

と記録したのではないかと思われる。）
◎馬場村一向宗西派白竜山（現在は川嶺山）永秀寺に測量隊員９名が宿泊。夕食の献立不明
本尊阿弥陀仏１体をまつる永秀寺は筑前の国の領主黒田孝高、長政親子に仕えた後藤又兵衛基次の三男永秀が

なが ひで

出家して了現と名乗り、熊本市坪井に真宗本願寺派永秀寺を開基したのが始まりで、1658年（万治元）水害で寺
が被害を受けたのを機に草部に移築したと伝わる。寺は寛政のころと太平洋戦争後の２度火災に見舞われたが鐘
楼は焼失を免れている。現在の住職は佐楢見誓香氏。
なお、熊本市にあった寺の土地を細川家に寄進したことから、以来永秀寺は細川家の九曜紋の使用が許された
と伝わり、納骨堂の扉には九曜紋が取り付けられている。
６月22日の宿泊先
高森町の萬屋儀七宅（本陣）に忠敬が宿泊し隊員は地役人佐竹嚀助宅に分宿しているが、この両家については、
その屋敷や子孫の方々のお名前と関係資料を現在も調査中です。また、この測量の８年前の文化元年と89年後の
明治34年には高森町で大火があったとの記録が残されている。
200年前のこの当時、高森手永惣庄屋は田上格治が務めていた。

６月23日の宿泊先
上色見村前野原の地 士 荒牧改助宅と一領一疋後藤尉左衛門宅に宿泊と記されているが、こちらも子孫の方な

じ ざむらい

どの関係者を調査中です。
なお、この色見でも上記高森火災の翌文化２年に大火があったことが記録されている。

第５回

岩神から河内への旧街道入口に立つ番所跡を示す標木
（高森町教育委員会設置）

1746年に細川藩が作製した「御巡見衆通過沿道地図」に記載された
266年前の高森の町並み
［永青文庫資料（熊本大学図書館蔵）部分］

次号につづく
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７
月

日
、
含
蔵
寺
で
「
本
堂
襖
絵
完
成
記

24

念
法
要
」
に
約

人
が
参
加
し
執
り
行
わ
れ
ま

50

し
た
。
こ
の
襖
絵
は
、
昨
年
含
蔵
寺
の
改
修
の

た
め
檀
家
だ
っ
た
岩
代
浩
一
さ
ん
に
書
を
依
頼

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
岩
代
さ
ん
の
希
望
に

よ
り
、
親
友
の
坂
本
寧
さ
ん
（
坂
本
善
三
美
術

館
名
誉
館
長
）
に
水
墨
画
を
描
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

岩
代
さ
ん
は
自
分
の
好
き
だ
っ
た
阿
蘇
や
旧

国
鉄
高
森
線
を
歩
い
て
学
校
に
向
か
っ
た
思
い

出
な
ど
を
書
に
し
て
詞
を
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
坂
本
さ
ん
が
根
子
岳
、
高
岳
、
含
蔵
寺

の
風
景
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
、「（
岩
代
さ
ん
の
書
は
）
病
気

の
た
め
か
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
荒
々
し
さ
は

無
い
が
優
し
さ
が
あ
る
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

住
職
の
本
田
さ
ん
は
「
岩
代
さ
ん
が
こ
の
場
に

い
な
い
の
は
残
念
。
寺
の
宝
と
し
て
大
切
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

含
蔵
寺
本
堂
襖
絵
完
成
記
念
法
要

故
岩
代
浩
一
さ
ん
の
詞
と

坂
本
寧
さ
ん
の
絵
を
襖
絵
に

や
す
し

▲法要で岩代さんとの思い出を語った坂本寧
さん

あたたかいご支援ありがとうございました

【九州北部豪雨災害への義援金・見舞金・物資をいただいた方々】※順不同・敬称略・８月30日現在
南小国町
阿蘇森林組合
長野県高森町
長野県高森町職員互助会
新潟県町村会・福井県町村会・
石川県町長会
小国町
西原村
西原村議会
小国町議会

荻 洋一
平賀 敏
県庁阿蘇会
関西阿蘇五岳会
中島 絹代
小森田和歌子
戸高 秋男
草部北部夏祭り実行委員会
山都町蘇陽建設業組合
島原市消防団

九電工グループ
熊本県市町村振興協会
福岡県町村会

お詫びと訂正
広報たかもり８月号の８

ページ「支援物資をいただい
た方々」の中で、名称に誤り
がありました。お詫びして訂
正します。
（誤）真宋大谷派熊本教務所

↓
（正）真宗大谷派熊本教務所
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※入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）

請負代金契約相手工 期工事
（業務委託）名

入札日もしくは、
契約日担当課番号

町発注工事と業務委託契約状況 （平成24年６月15日～８月14日）

672,000円西田建設㈱平成24年７月５日～
平成24年８月24日

町道社倉・水迫線
水道本管布設替工事７月５日建設課1

1,848,000
円共立設計㈱平成24年７月５日～

平成24年９月３日

町道高森中央線
水道管布設替設計
業務委託

７月５日建設課2

1,680,000
円

㈲岡本計装工
業

平成24年７月23日～
平成25年３月29日

高森温泉館
各種保守点検等
業務委託

７月23日政策
推進課3

365,400円環境技研㈱平成24年７月26日～
平成24年８月30日

高森町管内小学校
床ワックス清掃
業務委託

７月25日教育
委員会4

470,400円環境技研㈱平成24年７月26日～
平成24年８月30日

高森町管内中学校
床ワックス清掃
業務委託

７月25日教育
委員会5

4,263,000
円西田建設㈱平成24年８月２日～

平成24年10月30日
旧草部南部小学校
プール解体撤去工事７月27日教育

委員会6

2,929,500
円㈲嶋田電設平成24年８月２日～

平成24年10月１日

高森温泉館
大広間及び男子脱衣場
エアコン等整備工事

７月27日政策
推進課7

1,071,000
円

株式会社
ヒライ・コン
サルタント

平成24年８月２日～
平成24年９月20日

大戸ノ口・本河原線
用地測量図作成
業務委託

７月27日建設課8

504,000円株式会社
高木測量設計

平成24年８月２日～
平成24年８月31日

村中線道路整備
測量設計業務委託７月27日建設課9

5,985,000
円

株式会社
建設プロジェ
クトセンター

平成24年８月２日～
平成25年１月４日

高森町管内橋梁
長寿命化修繕計画
策定業務委託

７月27日建設課10

7,308,000
円

㈱九州不動産
鑑定所

平成24年８月２日～
平成25年３月19日

高森町未評価家屋
評価業務委託８月２日税務課11

178,500円大和設計㈱平成24年８月７日～
平成24年９月５日

高森東中学校玄関
ホール屋根改修工事
設計業務委託

８月７日教育
委員会12

7,140,000
円

㈱ＲＫＫ
コンピュー
ターサービス

平成24年11月１日～
平成25年３月31日

総合行政システム
ＡＳＰサービス
利用契約

８月８日政策
推進課13
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▼子どもたちも元気いっぱいに町内を練り歩きました

７月30日、「高森阿蘇神社夏祭り」が行われました。
始まりは、健盤龍命が九州を平定して阿蘇の地を風雪
の害から防ごうと、穀菜の豊穣を祈願したと言い伝え
られています。今年も「御唄」に合わせてみこしが練
り歩き、家内安全や健康を祈願してたくさんの人がみ
こしをくぐっていました。

高森阿蘇神社夏祭り
地域の伝統行事にたくさんの人が参加

７月23日、JAフレッシュミズが手作りのクール
ネックをグループホーム和楽の入所者へ贈呈しました。
これは、特にお年寄りの熱中症予防のために作られた
もので、10人の部員が１本１本手作りしました。入
所者は手渡されたクールネックを手に取り使い方など
を部員からていねいに教わっていました。

ＪＡフレッシュミズボランティア活動
グループホーム和楽へクールネックを贈呈

▲入所者へクールネックを一本一本手渡しました

▼３年生10名、２年生４名、１年生１名の計15名の部員で臨み、躍動感あふれる演奏を会場いっぱいに響かせました

７月28日、高森中学校吹奏楽部が熊本県立劇場で開催された「熊本県吹奏楽コンクール」中学校Ｂパートの部
（15人以下で構成）に出場し見事、金賞を受賞。高森中学校では6年ぶりの快挙となりました。演奏が終わると、
やり遂げた思いで満足げな生徒の姿や、感動の涙を浮かべる保護者の姿が見られました。８月５日には県民運動
公園陸上競技場（ＫＫＷＩＮＧ）で開催された「第39回熊本県マーチングフェスティバル」に阿蘇合同チームの
一員として参加、11月10日には定期演奏会が開催される予定で、更なる活動が期待されます。

第56回熊本県吹奏楽コンクール
高森中学校吹奏楽部が中学校Ｂパートの部で金賞受賞

金賞
受賞
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▼さわやかな夏空のもと、交流を深めました

８月12日、養心流空手道連盟熊本支部の大人９名
と子ども９名が、孫爺公園（矢津田）でレクリエーショ
ン活動を行いました。今回、井上今朝一さん（矢津田・
高尾野）のご厚意により場所が提供され、バーベ
キューなどを楽しみました。子どもたちは設置された
木の遊具で遊び、自然を通して親睦を深めました。

日本養心流空手道連盟熊本支部
自然を通して親睦と交流を深める

７月20日と21日の２日間、高森東保育園で『おとま
り保育』が行われ、色見保育園の年長園児３名高森東
保育園の年長園児８名が参加しました。初日の夕食で
は、みんなで材料を準備して焼肉を食べ、その後、き
もだめしや花火を楽しみました。園児たちは、この体
験をとおして互いに協力し、助け合う経験を深めまし
た。

町立保育園・おとまり保育
園児の自信と自立心を育てる

▲みんなでプールで記念撮影

▼大みこしは浜床まで練り歩き、神楽の披露が行われました

７月31日、草部吉見神社夏祭りが行われました。午前中に神事、午後からは大小2基のみこしが階段を上って
浜床まで練り歩き、神楽の披露も行われました。全国的にも、「下り宮」として有名な草部吉見神社は、樹齢700
年にも及ぶ杉の木に囲まれた神社です。また、かわいい子どもみこしが地域を練り歩いて祭りを盛り上げていま
した。

草部吉見神社夏祭り
伝統の舞いが多くの見物客を魅了
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▼58団体の中から選ばれた受賞者のみなさん

８月29日、「七夕飾りコンテスト」の表彰式が役場で行われました。審査結果は次のとおりです。
特賞／高森東保育園、金賞／高森中学校、銀賞／色見保育園、みどり福祉会 高森保育園、ＴＪＦ８、
銅賞／高森東中学校、アイデア賞／高森幼稚園、ゆたか学園、高森町社会福祉協議会、ベビーの託児室 アン
ジェリカ、阿蘇市社協デイセンター いちのみや、くるみ幼育園

平成24年度高森湧水トンネル七夕飾りコンテスト
高森東保育園が見事特賞を受賞

▼色見総合センターで行われた、「調理体験」

８月５日、マルショク・ハウス食品共同企画により
開催され、熊本市から親子20組が参加しました。こ
れは、熊本の食材を使用し、食の大切を実感すること
が目的。収穫体験では「ひごむらさき」と「トマト」
を収穫。調理体験はＪＡ阿蘇南部なす女性部会の協力
を得て、昼食をとりました。今後、さらに付加価値を
つけ、高森産の農産物を全国に向けて発信していきま
す。

ひごむらさきブランド化研究会
地元野菜収穫体験とカレーパーティー

８月９日、奥阿蘇キャンプ場前の国道３２５号線で、
阿蘇南部地区交通安全協会草部南部支部員や高森警察
署員約30名で「交通安全キャンペーン」を行いました。
大型トラックや自家用車のドライバーに啓発チラシや
タオルを配布し、交通安全を呼びかけていました。

草部南部地区交通安全キャンペーン
ドライバーに交通安全を呼びかける

▲交通安全を啓発するチラシやタオルを配布しました
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７月20日（金） 地域振興会議
７月22日（日） 南阿蘇鉄道・南阿蘇白川水源駅竣工式（南阿蘇村）
７月24日（火） 政策説明会（高森・津留）
７月26日（木） 農業委員辞令交付式
７月30日（月） 高森町議会第４回臨時会
７月31日（火） 被災地域見舞（野尻・草部）、草部吉見神社夏季大祭

県議団災害意見交換会（阿蘇地域振興局）
８月 ２日（木） 被災地域見舞（上色見）、梅香苑納涼夏祭り会（梅香苑）
８月 ３日（金） ７月12日九州北部豪雨に関する陳情（熊本県庁）
８月 ５日（日） 第28回阿蘇郡市人権同和教育研究大会（小国ドーム）
８月 ７日（火） 政策説明会（色見地区）
８月 ９日（木） まちづくり懇談会
８月12日（日） 草部北部夏祭り「かえってこんか～い」、第13回標高700メートル納涼祭
８月13日（月）～15日（水） 初盆参り
８月16日（木） 奥阿蘇ふるさとまつり（草部総合センターグラウンド）
８月17日（金）・18日（土） 風鎮祭（開会式、五穀豊穣祈願祭、表彰式、神事等）

予算は１年間で２４万円です。（交際費の内の弔費分です。）

現在の残りの額は１８万円です。
お悔やみ

（平成24年度 ７月14日～８月10日）

備 考主な内容分 類金 額
香典代弔 費6,000円

（７月20日～８月18日）

●56回の公務・会議への参加の一部です。
●他、31回の準公務・政治活動への参加を行いました。

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は６５万３,８００円です。

町長交際費
（平成24年度 ７月26日～８月17日）

備 考主な内容分 類金 額日 時
西原村南阿蘇観光協会連絡協議会総会祝 費5,000円７月26日

草部吉見神社草部吉見神社夏季大祭御神前4,200円７月31日
宮崎県高森中学校剣道部 中体連九州大会出場餞 別10,000円８月 １日
梅香苑梅香苑納涼夏祭り御 樽20,000円８月 ２日

初盆供養（66世帯×2,000円）御霊前132,000円８月 ７日
野尻総合センター第13回標高700メートル納涼祭祝 費5,000円８月12日 高森自然学校草部北部夏祭り「かえってこんか～い」祝 費5,000円
山鳥集会所山鳥納涼祭祝 費5,000円８月14日
妙見川妙見やまめ祭祝 費5,000円８月15日

草部総合センター奥阿蘇ふるさとまつり祝 費5,000円８月16日
観光立町推進委員九州北部豪雨被災見舞金見舞金10,000円８月17日 風鎮祭実行委員会風鎮祭チビッ子スケッチ協賛金・造り物特別賞協賛金11,000円
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署

℡
６
２
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

高
森
警
察
署

℡
６
２
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

阿
蘇
税
務
署

℡
０
９
６
７
２
２
０
５
５
１

気
温
が
上
昇
し
て
暑
く
な
る
と
、「
な
ん
と
な
く
だ
る
い
」、

「
食
欲
が
な
く
な
る
」、「
無
力
感
」
と
感
じ
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
次
の
３
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１

体
内
の
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足

人
間
は
体
温
が
上
昇
す
る
と
汗
を
か
き
、
体
内
の
水
分
と

一
緒
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
も
大
量
に
排
出
し
ま
す
。
す
る
と
身
体

は
脱
水
症
状
を
お
こ
す
な
ど
、
体
調
に
異
常
を
発
生
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
小
ま
め
に
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２

暑
さ
に
よ
る
消
化
機
能
の
低
下
・
栄
養
不
足

暑
い
と
胃
の
消
化
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
、
栄
養
の
吸

収
が
悪
く
な
り
、
食
欲
不
振
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ

ら
に
冷
た
い
飲
み
物
ば
か
り
摂
り
す
ぎ
る
と
食
欲
不
振
に
拍

車
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

３

暑
さ
と
冷
房
に
よ
る
冷
え
の
繰
り
返
し

冷
房
の
効
い
た
屋
内
か
ら
気
温
の
高
い
屋
外
に
出
る
と
、

め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
体
温
を
調
節
す
る
自
律
神
経

が
気
温
の
変
化
に
対
応
し
き
れ

な
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

室
温
と
外
気
温
の
温
度
差
を
５

度
以
内
に
設
定
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
き
ま
す
。

体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

「
平
成

年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

24

１

運
動
の
目
的

本
運
動
は
、

・
広
く
国
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
こ
と

・
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け

る
こ
と

・
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

２

期
間

平
成

年
９
月

日
（
金
）
か
ら
９
月

日
（
日
）
ま
で

24

21

30

の

日
間

10

３

期
間
中
の
行
事

①
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

～
是
非
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
～

平
成

年
９
月

日
（
土
）
午
前

時
～

24

22

10

あ
そ
望
の
郷
～
白
バ
イ
・
く
ま
モ
ン
・
県
警
音
楽
隊
が
来
ま
す

②
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

平
成

年
９
月

日
（
日
）

24

30

４

主
唱

熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟

５

運
動
重
点
等

①
運
動
の
基
本
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

②
運
動
の
重
点

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
、
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
及
び
自
転
車
前
照
灯

の
点
灯
の
徹
底
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

こ
の
度
の
「
九
州
北
部
豪
雨
」
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た

皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
水
害
な

ど
の
災
害
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ

た
方
に
は
、
次
の
と
お
り
、
申
告
や
納
付
の
期
限
を
延
長
し

た
り
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

１

申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限
の
延
長

期
限
ま
で
に
申
告
や
納
付
が
で
き
な
い
と
き
は
、
税
務
署

長
に
期
限
の
延
長
を
申
請
し
、
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ

の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
２
か
月
以
内
の
範
囲
で
期
限
を
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２

納
税
の
猶
予

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
１
の
ほ

か
に
、
一
定
の
要
件
の
下
で
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
２
か
月
以
内
に
申
請
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

３

所
得
税
の
軽
減
・
免
除

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
と

き
は
、
一
定
要
件
の
下
、
確
定
申
告
で
次
の
い
ず
れ
か
有
利

な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の
全
部
又
は
一
部

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
「
所
得
税
法
」
に
定
め
る
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法

②
「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る

方
法

４

そ
の
他

１
～
３
の
他
に
、
所
得
税
予
定
納
税
の
減
額
、
給
与
の
源

泉
所
得
税
の
徴
収
の
猶
予
、
ま
た
、
災
害
の
復
旧
資
金
の
融

資
を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書
の
無
料
発
行
な
ど
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
阿
蘇
税
務
署
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

（

）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
き
ま
す

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
国
税
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誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
と
は
、
雇
用
形
態
、
性
別
、
年
齢
、
障
が

だ
れ

は
た
ら

し
ょ
く

ば

こ

よ
う
け
い
た
い

せ
い
べ
つ

ね
ん
れ
い

し
ょ
う

い
の
有
無
等
に
関
係
な
く
、
働
く
人
す
べ
て
が
、
相
手
の
立
場
で
考
え
、

う

む

と
う

か
ん
け
い

は
た
ら

ひ
と

あ
い

て

た
ち

ば

か
ん
が

差
別
・
偏
見
に
気
づ
く
豊
か
な
感
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
職
場
で
す
。

さ

べ
つ

へ
ん
け
ん

き

ゆ
た

か
ん
せ
い

み

し
ょ
く

ば

こ
の
こ
と
は
、
働
く
人
の
意
欲
を
高
め
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が

は
た
ら

ひ
と

い

よ
く

た
か

せ
い
さ
ん
せ
い

こ
う
じ
ょ
う

る
な
ど
企
業
に
と
っ
て
も
有
益
な
こ
と
と
言
え
ま
す
。

き

ぎ
ょ
う

ゆ
う
え
き

い

で
も
、
あ
な
た
の
職
場
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
は
い

し
ょ
く

ば

つ
ぎ

お

ま
せ
ん
か
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
手
の
意
に
反
し
た
性
的
な
言
動
で
、
相
手
に
不
快
感
を
与
え
る
こ

あ
い

て

い

は
ん

せ
い
て
き

げ
ん
ど
う

あ
い

て

ふ

か
い
か
ん

あ
た

と
を
言
い
ま
す
。
不
必
要
に
体
に
触
れ
る
、
し
つ
こ
く
食
事
に
誘
う
、

い

ふ

ひ
つ
よ
う

か
ら
だ

ふ

し
ょ
く

じ

さ
そ

セ
ク
ハ
ラ
へ
の
抗
議
に
対
し
不
当
な
扱
い
を
す
る
な
ど
、
様
々
な
も
の

こ
う

ぎ

た
い

ふ

と
う

あ
つ
か

さ
ま
ざ
ま

が
含
ま
れ
ま
す
。

ふ
く

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

仕
事
上
の
立
場
を
利
用
し
て
、
継
続
的
に
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る

し

ご
と
じ
ょ
う

た
ち

ば

り

よ
う

け
い
ぞ
く
て
き

じ
ん
か
く

そ
ん
げ
ん

き
ず

よ
う
な
言
動
を
行
う
こ
と
を
言
い
、
人
前
で
激
し
く
叱
責
す
る
、

げ
ん
ど
う

お
こ
な

い

ひ
と
ま
え

は
げ

し
っ
せ
き

無む

視し

す
る
等
の
行
為
が
あ
り
ま
す
。

な
ど

こ
う

い

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
人
権
侵
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
切
な
こ

さ
ま
ざ
ま

じ
ん
け
ん
し
ん
が
い

か
ん
が

た
い
せ
つ

と
は
、
働
く
一
人
ひ
と
り
が
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
行
動
す
る

は
た
ら

ひ
と
り

あ
い

て

た
ち

ば

か
ん
が

こ
う
ど
う

こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
人
権
を
大
切
に
し
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ

き

か
い

じ
ん
け
ん

た
い
せ
つ

は
た
ら

し
ょ
く

ば

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

か
ん
が

国民年金は、日本に住む20歳以上60歳未満のすべての人が加入しなければな

りません。届出は加入する時だけでなく、被保険者種別が変わったときにも必要で

す。もし、届出されなかった場合、年金額が少なくなったり受け取れない場合もあ

りますので、必ず届出をしましょう。

住
民
福
祉
課

人
権
同
和
啓
発
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

じ
ん
け
ん
ど
う

わ

け
い
は
つ
か
か
り

企
業
と
人
権
①

き
ぎ
ょ
う

じ
ん
け
ん

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
に

だ
れ

は
た
ら

し
ょ
く
ば

■お問い合わせ先 住民福祉課福祉係 ℡６２−１１１１（内線１３３）

国民年金だより

ここここここここここんんんんんんんんんんななななななななななととととととととととききききききききききににににににににににはははははははははは届届届届届届届届届届出出出出出出出出出出がががががががががが必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要ででででででででででこんなときには届出が必要ですすすすすすすすすすすこんなときには届出が必要でこんなときには届出が必要ですす

届出先持参するもの異動の内容届出が必要なとき

高森町役場・印鑑
（本人自署の場合は不要）

第１号被保険者となり
ます。

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く）

高森町役場
・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

第２号被保険者から第
１号被保険者になりま
す。（第３号被保険者に
該当する場合を除く。）

退職したとき
（厚生年金や共済年金加入者の場合）

高森町役場
・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳

第３号被保険者から第
１号被保険者へ

配偶者に扶養されていたが、配偶者
が厚生年金、共済年金を辞めたとき
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借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
、
相
談
員
や
弁
護
士
、

司
法
書
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

事
業
者
向
け
の
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時
・
場
所

月
５
日
（
金
）
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

10
月

日
（
金
）
和
水
町
中
央
公
民
館

11

16
月
３
日
（
月
）
八
代
市
役
所

12
○
当
日
受
付
時
間

時

分
～

時

分
（
相
談

12

30

15

30

時
間
は
１
人

分
）

70

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
９
６-

３
８
３-

０
９
９
９

森
林
国
営
保
険
は
、
森
林
が
火
災
や
気
象
災
害
を

受
け
た
場
合
、
そ
の
損
害
を
補
て
ん
す
る
制
度
で
す
。

７
月
の
豪
雨
等
で
森
林
被
害
が
あ
っ
た
加
入
者
の

方
は
、
森
林
組
合
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
森
林
国
営
保
険
へ
の
加
入
が
不
明
の
場
合

で
も
、
被
害
を
受
け
た
森
林
が
補
助
制
度
で
間
伐
等

を
行
い
、
間
伐
後
３
年
以
内
ま
た
は
新
植
後

年
以

10

内
の
場
合
に
は
森
林
国
営
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

の
で
、
森
林
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被
害
を
受
け
た
森
林
が
森
林
国
営
保
険
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
、
森
林
組
合
等
が
被
害
の
状
況
を
調

査
し
て
、
国
か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

森
林
組
合
の
電
話
番
号
は
、
阿
蘇
地
域
振
興
局
、

ま
た
は
先
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
森
林
整
備
課

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
１

熊
本
労
働
局
で
は
、
求
職
者
支
援
訓
練
「
Ｏ
Ａ
事

務
技
術
基
礎
科
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
求
職

者
支
援
訓
練
と
は
、
失
業
中
の
方
を
対
象
に
厚
生
労

働
省
の
認
定
を
受
け
た
民
間
訓
練
施
設
で
の
訓
練
を

受
け
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指

す
制
度
で
す
。
受
講
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

求
職
申
込
み
を
行
い
、
職
業
相
談
を
経
て
訓
練
受
講

の
必
要
性
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
募
集
期
間

平
成

年

月
３
日
ま
で

24

10

○
訓
練
期
間

平
成

年

月
５
日
～
平
成

年
２

24

11

25

月
４
日

○
訓
練
会
場

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
阿
蘇
校
（
阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
）

○
費
用

入
学
金
、
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
１
０
、
４
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担
）

○
訓
練
内
容

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
な
ど
の
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
知
識

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

℡
０
９
６
７-

２
２-

８
６
０
９

多
重
債
務
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

求
職
者
支
援
訓
練
を

開
講
し
ま
す

国民健康保険税第５期の納期限は10月１日（月）です。／高森町役場 健康推進課

森
林
国
営
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ
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○
募
集
対
象

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

○
募
集
要
件

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
表
示
、
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー

の
実
施
、
栄
養
成
分
表
示
の
中
か
ら
取
り
組
む
項

目
を
選
び
実
施
す
る
こ
と

○
募
集
期
間

現
在
募
集
中
（

月

日
ま
で
）

10

31

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
保
健
所
、
熊
本
市
内
の
飲
食
店
等
は
県
庁
健

康
づ
く
り
推
進
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
２
５
２

夜
間
・
休
日
に
お
い
て
、
精
神
疾
患
を
有
す
る
方

や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
緊
急
的
な
精
神
医
療

相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
内
容
か
ら
、
適

切
な
助
言
等
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
の
紹
介
等
を
行
い
ま

す
。

○
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

・
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
が
あ
る
方
は
、

ま
ず
そ
ち
ら
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
性
の
高
い
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
を
業
務
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
か
け
た
継
続
的
な

相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
相
談
時
間

９
月
１
日
か
ら

休
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

夜
間

午
後
５
時
～
翌
日
午
前
９
時

※
平
日
の
昼
間
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
、
熊
本
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
電
話
番
号

-
-

０
９
６
３
８
５
９
９
３
９

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
２
３
４

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」を
募
集

熊
本
県
精
神
科
救
急
情
報

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

８月10日から12日にかけて、宮崎県武
道館で「平成24年度九州中学校剣道競技大
会」が開催されました。高森中学校から、個
人戦に興梠太一くん（高森・昭和）が出場し
ました。１回戦では、佐賀県有明中学校の岡
健士朗くんに勝利。２回戦は、沖縄県伊波中
学校のペリー・トレイシー・ジャスティスく
んに勝ちましたが、３回戦では、宮崎県高岡
中学校の森剣志郎くんに惜しくも敗れました。
しかし、九州大会で見事ベスト８という輝か
しい成績を残しました。

平成24年度九州中学校剣道競技大会
興梠太一くんが個人戦ベスト８

８月18日、「阿蘇高森ゴルフ倶楽部」の新経営者
となった「GOODMORNINGT&S」グループの洪
性準代表理事とイーヒョン観光株式会社の權社長が
本町を訪れ、今回の経営権移譲に伴う就任の挨拶と、
今後の経営方針について草村町長と意見を交換しま
した。草村町長からは、「現在本町が推進している
『教育と観光の国際交流』における日韓の橋渡し役
としてもご尽力いただきたい」といった持続可能な
協同での総体的な取り組みについて要望し、洪氏か
らも中長期的な展望に基づく積極的な幅広いご意見
を頂きました。
今後は、両国間交流の中心的な施設として、特に
青少年世代の修学旅行やスポーツ合宿などによる教
育・文化面での国際交流事業における活動拠点とし
ても大いに期待されます。

阿蘇高森ゴルフ倶楽部
新経営陣が表敬訪問

▲草村町長から激励を受けた興梠くん（写真右）
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○
募
集
内
容

米
粉
レ
シ
ピ

※
熊
本
県
産
米
粉
を
使
用

【
プ
ロ
】
パ
ン
・
菓
子
部
門
、
グ
ル
メ
料
理
部
門

【
一
般
】
お
手
軽
料
理
部
門

○
募
集
期
間

月

日
ま
で

10

12

○
１
次
審
査

月
下
旬
に
各
部
門

作
品
を
選
定

10

15

○
２
次
審
査

月
に
試
食
や
一
般
投
票
等
に
よ
り

11

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定

○
参
加
費

無
料

※
応
募
要
項
や
応
募
様
式
は
、「
く
ま
も
と
の
米
粉
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
農
産
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
３
８
８

８
月
５
日
、
社
倉
ク
ラ
ウ
ン
ズ
（
安
藤
勝
二
会
長

外
会
員

名
）
が
、
本
年
度
も
、
奥
阿
蘇
物
産
館
周

18

辺
の
国
道
３
２
５
号
線
沿
い
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
草
刈
り
や
植
え
込
み
も
ツ
ツ
ジ
や
サ
ツ
キ
の

剪
定
を
行
い
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
景
観
を
と
り
も
ど

し
ま
し
た
。
来
春
に
は
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
社
倉
ク
ラ
ウ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年
４
月
以

降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村

長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や

相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
森
林
整
備
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
４
３
４

「
く
ま
も
と
米
粉
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
２
」
参
加
者
募
集

奥
阿
蘇
物
産
館
周
辺
の

清
掃
活
動
を
実
施

固定資産税第３期の納期限は10月１日（月）です。／高森町役場 税務課

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

くまもとの米粉

検索

▲社倉クラウンズの
みなさん
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○
日
時

平
成

年
９
月

日
（
日
）
午
前

時
～

24

23

10

午
後
４
時
ま
で
（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

30

○
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
等
（
※
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。）

○
会
場

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

（
菊
池
郡
大
津
町
引
水
７
１
０－

５
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

℡
０
９
６
２
９
３
２
２
７
２

○
日
時
・
受
付
時
間

①
９
月

日
（
月
）
か
ら
９

10

月

日
（
金
）
午
前
８
時

分
～
午
後
７
時
ま
で

14

30

②
９
月

日
（
土
）

日
（
日
）
午
前

時
～
午

15

16

10

後
５
時
ま
で

○
相
談
電
話

-
-

０
５
７
０
０
０
３
１
１
０
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

○
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

○
相
談
を
受
け
る
事
項

虐
待
、
差
別
、
偏
見
等
高

齢
者
・
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
（
※

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま

す
。）

本
誌
は
毎
月
３
、
２
０
０
部
を
印
刷
し
、
町
内
配

布
と
と
も
に
高
森
出
身
の
皆
さ
ま
に
も
お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

本
誌
は
メ
ー
ル
便
の
場
合
、
１
ヶ
月
に

円
か
か

80

り
ま
す
。（
広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金
（
小
為
替
な
ど
）
や
、

円
以

90

下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を
毎
年
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
推
進
課

政
策
企
画
係
（
内
線
２
２
３
）

朝
靄

涅
槃
は
ミ
ル
ク
風
呂
の
中

も
や

自
然
体

勝
っ
た
負
け
た
は
時
の
運

自
然
体

黒
帯
に
風
格
の
あ
る

朝
靄

桃
源
郷
の
ご
た
る
村

自
然
体

蒔
か
ぬ
種
子
ま
で
生
え
て
来
る

自
然
体

あ
の
ス
ッ
ピ
ン
が
輝
い
て

暑
か
な
ァ

持
っ
て
来
ん
か
い
大
ジ
ョ
ッ
キ

我
慢
し
て

負
け
る
が
勝
ち
で
生
き
て
ま
す

一
言
で

口
説
こ
う
な
ん
て
そ
り
ゃ
ァ
無
理

一
言
で

語
り
尽
く
せ
ん
過
去
の
あ
る

我
慢
し
て

は
ね
の
け
き
ら
ん
嬶
ん
尻

茄
子
胡
瓜
吾
子
の
如
く
に
組
む
そ
え
木

夏
祭
り
う
れ
し
か
り
け
り
若
き
日
日

夏
の
夕
日
光
か
が
や
く
と
ん
ぼ
た
ち

玄
関
に
百
合
大
輪
生
け
て
住
む

七
夕
に
ひ
孫
ま
じ
え
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

雨
降
れ
ど
ぬ
れ
て
ニ
コ
ニ
コ
孫
二
人

夏
休
み
ね
ぼ
け
ま
な
こ
で
ラ
ジ
オ
体
操

ひ
ま
わ
り
の
太
陽
花
に
み
せ
ら
れ
て

水
害
の
山
肌
悲
し
根
子
の
夏

地
鳴
り
し
て
鉄
砲
水
に
避
難
す
る

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳

句
（
梅
香
苑
デ
イ
セ
ン
タ
ー
）

市
原

正
成

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

箸
本
き
み
子

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

除
田
ウ
ミ
ヲ

本
田
カ
ネ
子

佐
藤

盛
江

林

輝
美

甲
斐
ヤ
ス
子

佐
藤

ツ
モ

中
川

和
美

中
嶋
ト
ミ
子

山
本

美
保

楢
木
野
サ
ヨ
子

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
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町内保育園・幼稚園に加え、平成24年６月から７月にかけて、
町内小中学校でもフッ化物洗口を始めました。
これをきっかけに歯の健康について見直してみましょう。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校小中学校ででででででででででででででででででででででで
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口をををををををををををををををををををををを始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたフッ化物洗口を始めました。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

むし歯の要因は３つ、だから予防方法も３つ
むし歯の要因：①食事、あまいおやつ

②むし歯菌
③弱い歯の質

むし歯の予防：
①おやつの工夫（甘いおやつは多くても１日
１回まで時間を決めて。組み合わせを考え
て。例：カステラとお茶→ＯＫ、ケーキと
ジュース→ＮＧ）

②歯磨き（小さめの歯ブラシやデンタルフロ

ス等で、歯についた歯垢を１本１本確実に
落としましょう。）
③フッ化物の利用（フッ化物塗布、フッ化物
洗口、フッ化物配合歯磨き剤等）

３つのむし歯予防法を、バランスよく組み合
わせて行うことが、最も効果的です。
歯の健康は、心や体の健康につながります。

いつまでもむし歯のない健康な歯を保つため
に、ご家庭でもむし歯予防について考えてみ
ましょう。

町内各小・中学校でのフッ化物洗口の様子

▲高森東小学校

▲高森中央小学校

▲高森東中学校

▲高森中学校
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▼
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

「
風
鎮
祭
」。
今
年
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の

人
た
ち
が
祭
り
を
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
▼

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
に

近
づ
き
、
少
し
ず
つ
秋
の

気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ

り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す

い
の
で
体
調
管
理
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院９月16日

℡62-0378寺﨑内科胃腸科クリニック９月17日

℡62-3351南郷谷整形外科医院９月22日

℡67-1777渡 邊 内 科９月23日

℡67-0019後 藤 医 院９月30日

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院10月７日

℡67-0020藤 本 医 院10月８日

◎診療は午前9時から午後5時まで
休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅休日在宅医医医医医医医医医医医

御遺族年 齢死亡者住 所

津留 國雄75津留加壽子高 森・津 留

住吉 確明83住吉 モヨ色 見・中 園

二子石ニツ子86二子石 壯中 ・峰の宿

2012年７月受付分（敬称略）

猿9月16日～10月8日分

●
９
月

日（
日
）

16

高
森
町
職
員
採
用
試
験
（
阿
蘇
中
央
高
校
）

／
８
時

分
～

時

分

30

15

30

●
９
月

日（
火
）

18

役
場
支
払
日

●
９
月

日（
金
）

21

パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
【
妊
娠
編
】（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

／

時
～

19

●
９
月

日（
火
）

25

役
場
支
払
日

●
９
月

日（
水
）

26

糖
負
荷
検
査
説
明
会
（
朋
遊
館
）

●
９
月

日（
木
）

27

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰
式
（
休
暇
村
南
阿
蘇
）

／

時
～

11
１
歳
半
児
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

／

時

分
～

13

30

糖
負
荷
検
査
説
明
会
（
草
部
総
合
セ
ン
タ
ー
）

●
９
月

日（
金
）

28

年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

時

10

15

糖
負
荷
検
査
説
明
会
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

●

月
３
日（
水
）

10尾
下
菅
原
神
社
秋
の
大
祭
（
尾
下
菅
原
神
社
）

●

月
５
日（
金
）

10役
場
支
払
日

●

月
６
日（
土
）～
８
日（
月
）

10第
９
回
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

（
阿
蘇
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
）

●

月
８
日（
月
）

10Ａ
Ｓ
Ｏ
た
か
も
り
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
ス
タ
ー
ト
及
び
ゴ
ー
ル
は
町
民
体
育
館
）

●

月

日（
金
）

10

12

３
か
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

13

●

月

日（
月
）

10

15

役
場
支
払
日

９
月

日
16

～

月

日

10

15

まちの人口
人口／７，１５１人（＋ ７）
男性／３，４０９人（＋ ７）
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８
月
に
町
内
の
各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
夏
祭
り
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
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向
を
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し
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し
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

８月２日 梅香苑納涼夏祭り会
（特別養護老人ホーム梅香苑）

８月16日
奥阿蘇ふるさとまつり
（草部総合センター）

８月14日 社倉盆踊り
（草部・社倉地区）

８月12日 昭和まつり
（高森駅前広場） ８月13日 おかえりフェスタ

（河原地区）

８月14日 山鳥地区納涼祭
（色見・山鳥地区）

８月14日 草部北部夏祭り「かえってこんか～い」（高森自然学校）

８月12日
標高700㍍納涼祭（朋遊館）
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